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はじめに

２０１９年９月７日から１６日まで，深澤俊也 （歯周
病学講座）は大学院Elective Study の一環として，
アメリカ合衆国カリフォルニア州サンフランシス
コ・ベイエリアでのカリフォルニア・イノベーショ
ン研修に参加する機会を得た。この研修はUS-JA-
PAN FORUM（カリフォルニア州サンタクララ，代
表：井手祐二氏）の主催で，５大学から総勢１５名の
学部学生・大学院生が参加している（図１）。サンノ
ゼ地区とその周囲地域であるシリコンバレーの企
業・大学研究室への訪問や各種講演会，日米未来
フォーラムでの発表が行われた。
私は，大学院に入学し臨床や研究を行う中で，英

語の必要性や，歯科分野以外の知識の少なさを痛感
していた。本研修プログラムは，国際的な広い視野
を身につけると共に，人生や勉学における目標を定
め，自己実現の基礎を構築することを目的としてい
る。プログラムへの参加は，今後の人生への財産と
なると考え，応募することとした。本研修はこれま
でも毎年行われており，当講座では，今村健太郎講
師１），吉田 航大学院生２），鈴木瑛一非常勤講師３）ら
が参加している。本稿では，本研修で経験したこと
から学んだことや，感じたことを中心に研修内容を
報告する。

企業訪問

シリコンバレーには半導体産業や大手コンピュー
ターメーカー，ソフトメーカー，ハイテクベン
チャーなどを中心とした IT企業が密集している。
今回はGoogle Inc．やApple Inc．などを訪問し，
各企業で働く方々からお話を伺った。

１．Google Inc．
Google 社は，Google 検索エンジンやソフトウェ

アといった，インターネット関連サービスと IT製
品を提供する大企業である。社員の働きやすさが考
慮され，福利厚生が充実しておりオープンなワーク
スペースが設計されている。その一方で，情報の漏
洩に対するセキュリティは厳しかった。
Google では，１人の日本人エンジニアと話す機

会を得た。その中で“失敗を恐れずにチャレンジ
し，失敗した場合は原因を考えることが大切であ
る”という言葉が印象的だった。失敗を失敗で終わ
らせずに，その原因を批判的に吟味することで，結
果として大きな成功を得た経験の話を伺った。成功
体験だけでなく，失敗からも学ぶ重要性を実感し
た。今後は，仮説どおりのデータが得られなかった
実験結果からも，その原因を熟考し新たな学びへ導
けるように努めていきたいと考えている。

２．Apple Inc．
Apple 社では５人の日本人社員に話を聞くことが

できた。同社はデジタル家電やソフトウェア製品の
設計・製造を行っていることは言うまでもない。近
年，音楽・映画などのオンラインストアを手掛けて
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おり，絶えず新しい分野での技術開発に取り組んで
いる。
この分野では，アジア人の活躍が目覚ましく，エ

ンジニア間のコミュニケーションは英語だけでな
く，中国語も共通言語として浸透しているようだ。
また，福利厚生の充実はもちろん，働きながら大学
に通える環境が整っている点が興味深かった。知識
の習得に貪欲な社員がこのような環境を求めて入社
し活躍していた。もうひとつ，上司と部下の関係に
ついての話が印象的であった。上司は異なった意見
を持つ部下に対し，ただNOと言うだけでなく，代
替案を提示するようにしている。意見の違う者に対
して，建設的なアドバイスを提示し，共に仕事を進
めていける関係性が，新しく大きな物を生み出して
いく原動力になっているのだと感じた。

大学訪問

１．Stanford University
Stanford University は，１８９１年にカリフォルニ

ア州スタンフォードに設立された私立大学であり，
シリコンバレーの中心に位置し，多数の研究施設や
病院が付設されている。法学部や医学部の研究室を
訪問した。法学部に日本人留学生から，留学に至っ
た経緯などを伺った。その方は日本の法律事務所で
近年増加している特許訴訟に従事している。さらな

る知識を求め，特許訴訟が多くあるアメリカで学ぶ
ために Stanford University の法学部に進んだ。今
後，国際的な案件に従事することを目標としている
とのことであった。
医学部では，創薬医療機器開発ラボ所長の西村俊

彦先生から，世界における日本の医療の立ち位置
や，日本とアメリカの医学や医学部生の違いについ
て，興味深い講演が行われた。その中でも，我々に
“日本人としての強みをどんどん世界へ発信してほ
しい”と，強く訴えかけてくださったことが印象に
残っている。また先生は，日本の研究者や技術者は
問題に対する対処は優れているが，野心や向上心が
乏しいことを懸念していた（図２）。

２．San Jose State University
San Jose State University は，カリフォルニア州

の中で最も歴史のある州立大学であり，多くの留学
生や大学院生が在籍している。シリコンバレーに位
置していることから，工学部が最大の特学部であ
る。見学した研究室は電気自動車や，コンピュータ
制御システムの開発などを行っており，我々が日夜
研究を行っているバイオサイエンス系のラボとは全
く異なり，自由な雰囲気であった。
その後，次項で解説する日米未来フォーラムに先

立ち，San Jose State University の学生と顔合わせ

図１ Google 社前で研修参加者と
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を行い，様々な情報交換が出来た。航空宇宙学を専
攻している学生の取り組みが印象に残っている。彼
は，自ら航空機を運転できる技術を活用して，航空
運航情報をアプリと連携させる事業を具体的に計画
していた。明確な将来像のなか，この技術の宇宙開
発への応用や資金調達方法などのビジョンを私に丁
寧に説明してくれた。それを参考にフォーラムの発
表内容について，より具体的に話し合うことができ
た。

日米未来フォーラム

１．日米未来フォーラムについて
今回で１４回目となる，日米未来フォーラムが San

Jose State University に隣接する Flames Eatery &
Bar の Banquet Roomで開催された。本フォーラ
ムの目的は，次世代を担う日本とアメリカの若者を
対象に，両国の新しい関係を考えることであった。
今年は，未来に向けて２０代の我々が，何をすれば宇
宙開発の躍進につながるか，という問いに対して
「宇宙開発の将来」というテーマが掲げられた。
US-JAPAN FORUM代表の井手祐二氏の開会の挨
拶から始まり，San Jose State University 教授の基
調講演，参加学生のプレゼンテーション，在サンフ
ランシスコ日本国総領事館や日本学術振興会の方に
よるパネルディスカッションが行われた。

人は昔から空を目指してきた。１５世紀レオナル
ド・ダビンチが空圧ねじを考えていたが，現実にラ
イト兄弟が有人飛行に成功したのはそれから４０年後
の１９０３年のことである。しかしそのわずか６６年後，
１９６９年に米国の宇宙船アポロ１１号から２人の宇宙飛
行士が月面に立つことになる。アームストロング船
長の「この１歩は小さいが，人類にとっては偉大な
躍進だ」という言葉はあまりにも有名である。たっ
た６６年での躍進と比べ，そこから現在までの５０年間
で宇宙開発は大きく進歩していないかもしれない。
３０代で偉業をなしたライト兄弟とアームストロング
船長がこの現状を知ったらどのように感じるか，計
り知ることはできない。

２．プレゼンテーション
「宇宙開発の将来」における，技術開発，社会の

進化，国際協力，産業創出の４つのテーマについて
グループに分かれ，Elective Study 参加者と San
Jose State University の学生とのディスカッション
をもとに，共同で発表が行われた。我々のグループ
は，技術開発をテーマに，現在の問題点や今後の展
望について発表を行った（図３）。
我々は，技術開発がこの数十年で大きく進歩して

いるとは考えられなかった。その理由として，宇宙
の技術開発に対する関心の低さや，企業による支援

図２ Stanford University 医学部での講演
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の少なさなどをあげた。企業の支援を受けるために
は，世間の関心が高いものと宇宙開発を関連付けな
ければならない。そこで，自動車や様々な電子機器
に用いられているプラチナなどのレアメタルを小惑
星から採掘するスペースマイニングに着目した。レ
アメタルの需要は高く，取引価格は高騰し続けてい
る。小惑星から採掘が可能になると有益な点が多い
と考えた。地球に近づいた小惑星を地球上に落下さ
せ，その小惑星からレアメタルを採掘する方法を提
案した。もうひとつの方法として，宇宙で採掘する
方法などを提案した。採掘したレアメタルをスペー
スエレベーターによって地球に運搬する。現在，ス
ペースエレベーターを２０５０年までに完成させるとい
う計画があることから，実現が可能かもしれな
い４，５）。これらについて，多くの質問を受け，活発な
意見交換が行われた。続いて，社会の進化と国際協
力のグループは，月への移住計画を想定し，領地や
法律，資源の調達・分配方法における国際協力につ
いて発表していた。最後に，産業創出のグループ
は，宇宙空間で生活していく未来のために，過酷な
環境に順応できるクマムシの生体をヒトに応用する
方略を提示した。プログラム中，この発表準備に多
くの時間を費やした甲斐もあり，最も有意義な経験
となった。

おわりに

今回の研修では，様々なバックグラウンドを持っ
た方々のお話を伺うことで，新たな視野が広がり，

考えが変わった点がいくつかある。そのひとつが，
“人脈（コネクション）”に対するイメージである。
これまで，漠然とコネクションが大切だと感じ，学
部学生時代から部活動や課外活動には積極的に参加
してきていたつもりであった。ただそれは，交友関
係を広くしていくだけのものだった。しかし今回，
コネクションを広げることで新たなビジネスチャン
スを掴み成功した方や，自分の人生の目標を見つけ
た方などのお話しを聞くことが出来た。本研修で
は，高い向上心を持つ企業家や研究者，大学生との
交流に加え，日本から研修に参加した他分野を専攻
する学生とのコネクションを持つことが出来た。私
も今回広がったコネクションを，自分のステップ
アップに繋げられようにしていこうと考えている。
帰国してからも，新たなコネクションを求め，ボラ
ンティアに参加している。さらに臨床や研究におい
ても，他科や研究分野の異なった先生方と治療・研
究計画についてディスカッションし，視野の広い歯
科医師になれるよう努めていこうと考えている。
その一方で，再認識することも多くあった。最も

強く感じたことが，自ら質問することの重要性であ
る。それは大きな会場における講演であっても，個
人的な会話の中でも同じである。質問をすること
は，自分の理解を相手に伝え，相手の意図すること
が探求でき，お互いの理解をさらに深めることにな
る。さらに，講演内容や話し相手に対し本当に興味
を持っているという意志を示すことができる。日米
未来フォーラムでは，なれない英語でのプレゼン

図３ 日米未来フォーラムでのプレゼンテーション
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テーションに大きな不安を抱いていた。しかし，発
表終了時には多くの質問をしてもらえた経験から，
英語や発表内容に少し自信を持つことが出来た。
最後に，このような貴重な研修への参加の機会を

与えてくださいました井出吉信学長，櫻井 薫前大
学院研究科長，齋藤 淳大学院教務部長，福田謙一
大学院学生部長，ならびにご指導いただいたUS-
JAPAN FORUMの井手祐二代表に御礼申し上げま
す。また，大学院関係の皆様，不在中ご迷惑をおか
けしました講座および保存科の皆様に心より感謝い
たします。

文 献
１）今村健太郎，高橋香央里：平成２６年度大学院Elec-
tive Study 報告⑴，歯科学報，１１５：１０４－１０６，２０１５．

２）吉田 航：平成２９年度大学院Elective Study 報告⑴
－カリフォルニア・イノベーション研修コース－，
歯科学報，１１８：１－３，２０１８．

３）鈴木瑛一，Tungalag Ser-Od：平成２５年度大学院
Elective Study 報告⑵，歯科学報，１１４：３１４－３１８，
２０１４．

４）㈱大林組：宇宙エレベーター建設構想［Internet］，
［Accessed ２０１９．１．１１］，
https：//www.obayashi. co. jp / recruit / shinsotsu/
challenge/spaceelevator.html

５）Edwards BC：The space elevator：a new tool for
space studies, Gravit Space Biol Bull, ２：１０１－
１０５，２００３．

A report from Graduate School Elective Study ２０１９
California innovation training course

Toshiya FUKASAWA

Department of Periodontology, Tokyo Dental College

Key words : Elective Study, Corporate visits, Japan-U. S. Future Foram

２８ 深澤：２０１９年度 大学院Elective Study 報告

― ２８ ―


